











30 25

2004 7 1 9 30



EFR2-3 WRRICBIFSFHEATEOHE

(1 1EEEF)
17

—1
n

-
EF
13
=
=

L

(0.6 /100

13
1880 1 G000 1920 1940 19E0 1980

2000
i
(e ART



















///////////7777 77///////////










A









ce &

“z T 7







80mm
80mm
80mm
50mm
80mm
/5mm







80mm
80mm
80mm
50mm
80mm
/5mm




. "_.1
L "“‘:r" da"ﬂs{;r‘

, e o
e - F WL

Ll




80mm
80mm
80mm
50mm
80mm
/5mm







7 7

70 r

60 |

50 |

40 |

30 |

20

8/22 8/22 8/22 8/22 8/23 8/23 8/23 8/23 8/24 8/24 8/24 8/24 8/25
O 6 12 18 O o6 12 18 0 o6 12 18 O

2008 8 22 25




s

///////////777777‘i_///////////

=g _




2003 9 15




| | |

|

0 100 200 300
W/

400

500




0 100 200 300 400 500 600
W/



im

200

150

100

W/

50



J

91409146 914 914 91509156 915 915 9160

91409146 914 914 91509156 915 915 9160



RG: 1

€:1.00 SC: NORM EL: WA

(100.0)

(100.0)

£0.0

S50

20.0

SS0)

S0,

(2003 8

5020)

8.0

Z010)

5.0




T

i// 7










	屋上緑化によるヒートアイランド緩和効果
	発表内容
	暑かった！昨年の夏
	東京の気温上昇
	ヒートアイランドによる影響
	ヒートアイランドの主な原因
	都市における緑の機能
	蒸散
	緑による気候緩和の主なしくみ
	ヒートアイランド対策＜緑化の推進＞
	既存建築物での屋上緑化
	本研究の目的
	測定の概要
	イワダレソウ区（ヒメイワダレソウ）
	セダム区（メキシコマンネングサ）
	芝区
	各試験区における潜熱（気温上昇を伴わない）
	各試験区における顕熱（気温上昇に結びつく）
	各試験区における伝導熱（屋上から建物に伝わる）
	効果は潅水（水分条件）によっても異なる
	屋上緑化によるヒートアイランド緩和
	ま　と　め
	今後の展望

